
 

      ●ブームと言っても LP/EP は 0.8～3%程度              ●SACD の凋落は顕著       ●DVD-Audio の消滅 

●DLのフォーマット/クオリティ別は？（HiRes/HiDef, CD quality or Lossy？）        ●これらは米国の状況であり、日本とは相当に事情の違いがあると理解しておく必要がある。（下線や矢印他の日本語注は全て御田作成） 

●DLは横ばい傾向で、今後は Subscription(購読＝ストリーミング)が伸びると言われるており、要注目     1986 年段階では、LP/EP, Single が 26.2％あった。 

 

資料ソース：“30 Years of Music Industry Change” http://www.digitalmusicnews.com/permalink/2014/08/15/30-years-music-industry-change-30-seconds-less （Digital Music News Friday, August 15, 2014）   

http://www.digitalmusicnews.com/permalink/2014/08/15/30-years-music-industry-change-30-seconds-less


LPの復活  資料ソース：「レコード・ストア・デイ・ジャパンから見える日本でのアナログレコード再人気の兆し、売上前年比 60%アップ」All Digital Music (2014.06.10 アナログレコード)  http://jaykogami.com/2014/06/7901.html 

米国での売上高の「伸び率」は凄いが、上記資料の構成比率で見る限り数％であり、米国はともかく日本では工場は 1 カ所しかなく、製造設備や人的ノウハウの承継などから見て、今後主流の一翼を形成する可能性は低いと思われる。 
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